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三菱電機株式会社 上席執行役員 開発本部長

岡 徹

サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー に 関 す る

三 菱 電 機 の 取 組
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三菱電機の経営戦略 ～循環型 デジタル・エンジニアリング～1

お客様から得られたデータをデジタル空間に集約・分析すると共に、グループ内が強くつながり、知恵を出し合

うことで、新たな価値を生み出し、社会課題の解決に貢献する「循環型 デジタル・エンジニアリング」の取組みを進

めています。

データ

STEP.1 STEP.2

多様なデータの集約

様々な顧客が当社のコンポーネント

やシステムを利用することで生まれ

るデータをデジタル空間へ集約

顧客の潜在課題・ニーズの把握

デジタル空間においてデータを分析

し、顧客の潜在課題・ニーズを把握

潜在課題・ニーズをもとに、コンポー

ネント、システム、統合ソリューショ

ンを進化させ、新たな価値を創出

新たな価値を創出幅広い顧客への価値の還元

新たな価値を更に幅広い顧客へと

還元することにより、顧客と共に

社会課題の解決に貢献

STEP.4 STEP.3

STEP.1

統合ソリューション

システム

コンポーネント

STEP.3

当社グループ

STEP.2

デジタル空間

顧客
STEP.4

循環型 デジタル・エンジニアリングによる社会課題解決
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サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー に 関 す る 三 菱 電 機 の 取 り 組 み

～ リ サ イ ク ル ・ 再 生 プ ラ ス チ ッ ク 活 用 ～3

（1999年設立; 千葉県千葉市） （2010年設立; 千葉県市川市）

ABS: アクリロニトリルーブタジエンースチレン PP: ポリプロピレン PS: ポリスチレン

家電プラスチックの自己循環リサイクル 玩具メーカとの連携（家電再プラの他業種適用）

意匠部品向けリサイクル素材の開発（リネンホワイト）
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サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー に 関 す る 三 菱 電 機 の 取 り 組 み

～CEコマース（リユース・リマニュファクチャリング・メンテナンス）～3

昇降機リニューアル時の機器リユース

自動車部品のリビルト（リマニュファクチャリング）

自動車整備工場等から回収された

スタータ、オルタネータを分解・修

理・再生して販売。

１年間にスタータ2.0万個、オルタ

ネータ1.2万個を再生し、アルミニウ

ムを200トン以上削減。

国内シェアNo.1の昇降機メーカとして、

年間4000台のリニューアルを実施。丸

ごと取り換えるのではなく、再利用可能

な機器はそのままにし、必要最低限の機

器の取り換えを推進。

鉄道車両機器の最適メンテナンス

運行列車の動作データを分析し、車両搭載機器に関する故障

予兆の自動検出や寿命診断を行い、機器の交換周期を最適化。

2020年に、東京メトロ

有楽町線に試験導入。

工場機器(FA機器）の最適保守

加工機やNCシステムのリモー

ト点検やリペアサービスを提供。

故障機器のみの更新により、資

源利用を効率化。

最近では、AIを活用した異常検

知や予兆検知ツールも提供。
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サーキュラーエコノミーの実現に向けて4

三菱電機では、循環型社会の実現に向け、全方位に取り組んで

いるものの、いまだ道半ばにあります。家電リサイクルやプラス

チックリサイクルには20年以上の実績がありますが、CEコマース

など事業モデルの変革を伴う取り組みには着手したばかりです。

サーキュラーエコノミーは、経済安全保障や材料の安定調達の観

点からも、重要な経営課題との認識のもと、東京大学との連携を

通じて、これからも積極的に取り組んでまいります。

私たちは挑み続ける
未来に届ける価値の創出に
これまでにない、新しい視点と発想で


